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§１．研究成果の概要 

 

動原体は、その構成因子がほぼ明らかになり、その因子がどのように集合して巨大複合体を形

成するのか?また、動原体がいかにして染色体分配を達成させるのか?と言う問いに答える研究が

今後の中心になると予想している。深川らは、動原体構造が安定なものではなく、細胞周期の進行

とともにダイナミックに構造変化を遂げること提唱しているが、その分子機構と機能との関連で不明

な点も多い。そこで、本研究では、１) どのような構造変化が起きるのか? 2) この構造変化を制御

する分子機構は? 3) 構造変化と染色体分配との関連の詳細は? の問いに答える研究を行ってい

る。2021 年度は、深川グループで、CENP-C やその関連タンパク質とセントロメアクロマチンの結

合ダイナミクスに関して進展が見られ、各種イメージング解析においても、進捗が見られた。また、

広田グループとは、超解像顕微鏡観察や、ライブイメーシングに関して、鐘巻グループとは、改良

型 AID システムに関して、共同研究体制が確立できた。 

 

 

 



§２．研究実施体制 

 

（１）深川グループ 

① 研究代表者：深川 竜郎 （大阪大学 大学院生命機能研究科 教授） 

② 研究項目 

・動原体構造変化の構造生物学的解析 

・Expansion 法の検討 

・各種 AID 変異体の動原体動態解析 

・動原体因子のオリゴマー形成と染色体分配機能との関連解明 

 

（2）広田グループ 

① 主たる共同研究者：広田 亨 （（公財）がん研究会 がん研究所 部長） 

② 研究項目 

・STORM と Expansion法を組み合わせた超・超解像イメージング 

・ライブ観察による動原体構造変化制御機構の解明 

 

（3）鐘巻グループ 

① 主たる共同研究者：鐘巻 将人 （情報・システム研究機構 国立遺伝学研究所 教授） 

② 研究項目 

・AID システムの改良 

・オルガノイドやマウス個体における動原体タンパク質の機能解析 
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